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「温
故
知
新
」

第
七
代
同
窓
会
長
　
一戸
　
公
Ｈ

高全

む克

会
長
の
常
様
に
は
ご
健
勝
に
て

ご
活
躍
の
事
と
お
慶
び
中
し
上
げ

ま
す
。

平
成
七
年
度
総
会
も
小
谷
野
歳

一
、
加
藤
博
両
恩
師
を
お
迎
え
じ

て
去
る
六
月
十
七
日
に
多
数
の
会

員
の
ご
出
席
を
戴
き
、
盛
大
に
開

催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
尚
、

今
回
は
新
し
い
試
み
と
し
て
総
会

出
席
著
全
員
の
記
念
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
時
の
写
輿
を
掲
載

さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
の
で
親
し
い

方
の
お
顔
を
お
捜
し
下
さ
い
。

処
で
、
ご
承
知
の
事
と
は
存
じ

ま
す
が
同
窓
会
活
動
の
目
的
の

一

つ
に

「会
員
名
簿
の
発
行
」
が
あ

り
ま
す
。
再
来
年
の
母
校
創
立
七

十
五
周
年
を
控
え
て
会
員
各
位
の

住
所
等
の
確
認
を
行
う
為
に

「
調

奈
カ
ー
ド
」
を
全
会
員
に
お
送
り

致
し
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
多
く
の

会
員
よ
り
ご
返
信
を
顕
い
て
お
り

ま
す
が
、
ま
だ
お
仕
事
等
に
取
り

紛
れ
て
お
忘
れ
の
方
は

一
日
も
は

や
く
ご
投
函
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
判
明
率
も

範
囲
九
十
％
を
超
え
て
お
り
ま
す

が
、
百
％
に

一
歩
で
も
二
歩
で
も

近
づ
く
事
が
名
簿
の
価
値
を
高
め

親
陸
の
輪
を
広
げ
る
事
に
繋
が
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
構
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
新
名
簿
は
来

年
の
総
会
前
に
は
お
手
元
に
お
届

け
出
来
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
会
報
を
ご
覧
に
な

ら
れ
る
時
に
は
恒
例
の
中
高
連
絡

会
と
い
う
行
撃
も
終
わ

っ
て
い
る

事
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
同
窓

会
が
伸
立
ち
を
し
て
地
元
の
中
学

よ
り
出
来
る
だ
け
よ
い
生
徒
を
母

校
に
迎
え
入
れ
た
い
と
云
う
趣
旨

で
開
催
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
現
在
の
教
育
環
境
は

一
段
と

厳
し
さ
を
増
し
、
高
校
側
、
中
学

側
そ
れ
ぞ
れ
大
変
苦
慮
な
さ
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
敢
え
て
今

か
ら
凡
そ
七
十
五
年
前
こ
の
県
北

の
地
に
作
ら
れ
た
中
学
校
に
当
時

の
人
々
は
何
の
様
な
夢
を
託
し
て

い
た
か
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
実
は
先
日
ご
他
界
な
さ
れ

た
第
二
代
同
窓
会
長
の
塩
原
英
雄

先
生
の
著
書

「思
い
曲
の
記
」
に

端
的
に
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
母
校
の
シ
ン

ポ
ル
の

「楠
」
は
、
旧
制
第

一
高

等
学
校
の
校
章
に
こ
れ
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
旧
制
本
庄
中
学

「………・~… ………
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1.名 誉ある歴史と伝統に輝く母校を愛じ母校

の発展に寄与しよう。

1,本 高田窓会の猿の下に結果し、地域に香り

高い文化の花を咲かせよう。

1.人 間関係を大切にし、会員相互間に親睦の

輪を拡げよう。

1,組 織を整備強化し、機能的な連絡網を拡充

して、同窓会の活性化を図ろう。

1.建 学の精神を尊重し、後輩の指導育成に努

めよう。

発 行
本庄高校同窓会

き姦最霜鎌弟禽▼弘
戸 谷  八  内

来
る
二
月
十
日
（た
）
に
は
五
州

園
に
て
年

一
度
の
通
常
支
部
長
会

を
開
催
致
し
ま
す
。
必
ず
ご
出
席

の
機
お
瀬
い
申
し
上
げ
ま
す
。
田

日
新
年
会
及
び
記
念
音
薬
会
も
予

定
致
し
て
お
り
ま
す
。

琴

　

　

　

下
壁
戸
亜
弔

（
二
十
四
卒
）

フ
ル
ー
ト
　
荻
源
　
順
子

舎
一十
九
卒
）

曲
目
　
春
の
海
ほ
か

校
も

一
高
の
よ
う
な
立
派
な
学
校

に
し
よ
う
と
の
意
図
か
ら
も
ち
い

た
も
の
で
あ
る
と
云
う
事
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
建
学
の
精
神
を
顧
み

て
、
是
非
在
校
生
諸
君
は
も
と
よ

り
教
職
員
、
同
窓
生

一
丸
と
な
っ

て
自
己
研
銀
に
励
み
、
先
人
の
希

望
実
現
に
向
け
て
各
人
の
職
務
を

金
う
す
る
よ
う
切
服
し
て
や
ま
な

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

定
例
総
会
は
六
月
十
五
日
に
埼

玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る

予
定
で
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は

母
校
本
庄
高
校
で
行
わ
れ
る
事
が

出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ど
ち
ら
に
し
て
も
記
念
音
楽
会

と
懇
親
会
は
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
し
て
下
さ
い
。
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不

易

景
気
の
足
踏
み
状
況
が
続
く
な

か
で
、
民
間
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
は

拡
大
じ

つ
つ
あ
る
。

現
在
、
か
な
り
の
企
業
で
は
、

伝
統
的
な
年
功
序
列
賃
金
制
が
見

直
さ
れ
、
笑
力
主
義
、
笑
織
主
義

の
給
与
体
制
に
移
行
し
て
い
る
。

高
度
成
長
を
支
え
て
き
た
日
本

型
の
家
族
主
義
的
な
シ
ス
テ
ム
が

バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
と
も
に
検
討
の

時
期
に
入
り
、
欧
米
流
の
自
由
競

争
原
理
が
導
入
さ
れ
て
き
た
。

大
学
で
は
、
大
学
審
議
会
が
、

高

齢

社

会

に

思

う

島

当
地
で
も
、
疑
が
冴
え
て
降
る

よ
う
に
輝
く
季
節
を
迎
え
た
。
初

代
の
問
窓
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂

い
た
父
が
他
界
し
て
か
ら
、
は
や

ヰ
年
が
経

っ
た
。
避
よ
く
本
中
第

一
回
生
と
な
っ
た
父
の
ア
ル
バ
ム

に
は
、
野
球
と
剣
道
姿
の
写
真
が

田

　

澄

　

子

（高
ユハ
卒
）

（
本
庄
市
健
康
福
祉
部
長
）

多
く
日
に
つ
い
た
。
そ
ん
な
父
が

母
校
を
こ
よ
な
ぐ
愛
し
、
慈
し
ん

で
い
た
の
は
、
多
く
の
よ
き
友
を

得
、
支
え
ら
れ
て
き
た
導
へ
の
感

”謝
の
気
持
ち
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

年
が
流
れ
私
共
が
通
っ
た
袖
塔

も
、
一軍
容
の
空
に
察
符
最
警
晶
ち

て
夢
を
与
え
て
く
れ
た
正
門
脇
の

白
蓮
の
大
木
も
、
今
は
無
い
が
、

近
代
的
な
校
舎
に
多
く
の
可
能
性

を
秘
め
た
若
者
の
声
が
響
く
の
は
、

明
田
ど
ん
な
花
を
暖
か
せ
る
の
か
、

と

流

行

学
校
長
　
坂

本
　
　
博

（高
七
卒
）

「大
学
教
員
の
任
期
制
」
を
打
ち

出
し
て
現
在
議
論
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
制
度
は
メ
リ

ッ
ト

●
デ

メ
リ
ッ
ト
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
簡
単

に
は
結
論
が
で
な
い
が
、
日
本
の

大
学
も
こ
こ
ま
で
き
た
か
と
い
う

感
概
が
あ
る
。

オ
ー
バ
ー

・
ド
ク
タ
ー
と
い
う

大
学
院
博
北
課
程
修
了
者
が
そ
の

優
れ
た
才
能
を
社
会
で
発
部
し
よ

う
に
も
、
大
学
や
研
究
機
関
で
の

受
け
入
れ
体
制
が
十
分
で
な
い
。

そ
の

一
方
で
研
究
業
績
に
之
じ

く
、
教
育
態
欲
や
情
熱
が
■
分
な

く
と
も
、
年
功
序
列
で
昇
進
し
、

定
年
ま
で
身
分
が
保
障
さ
れ
る
か

ら
刺
激
が
な
い
。
大
学
を
活
性
化

す
る
に
は
、
任
期
制
を
設
け
、
再

任
時
に
は
業
績
評
価
を
す
る
。

こ
う
し
た
考
え
が
任
期
制
導
入

の
立
場
で
あ
る
。

企
業
で
の
年
功
序
列
賃
金
体
系

か
ら
笑
綾
主
義

へ
の
移
行
と
、
大

学
で
の
業
績
評
価
に
も
と
づ
く
任

期
制
の
導
入
の
成
否
は

「業
練
評

価
の
客
観
牲
」
が
、
き
ち
ん
と
保

障
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
を
支
え
る
日
本
理

精
神
風
土
の
変
革
や
意
識
改
革
も

必
要
で
あ
る
。
日
本
的
な
組
織
の

力
に
よ
る
成
果
を
ど
う
継
承
し
て

い
く
か
等
課
題
は
少
な
く
な
い
。

時
代
の
変
化
の
中
で
変
わ
ら
な

い
の
は
、
本
当
に
社
会
で
通
じ
る

笑
力
の
養
成
を
求
め
る
心
で
あ
る
。

愚
直
と
映
る
ま
で
の
ひ
た
む
き
な

努
力
と
、
質
実
剛
健
を
旨
と
す
る

本
高
精
神
を
も

っ
て
、
若
者
は
豊

か
な
未
来
を
切
り
拓
い
て
欲
し
い
。

楽
し
み
な
こ
と
で
あ
る
。

私
は
今
、
未
端
行
政
で
保
健
と

福
祉
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
。

工
■

¨
世
紀
に
は
、
四
人
に

一
人

が
六
十
五
歳
以
■
と
い
う
超
高
齢

社
会
が
、
世
界
に
例
を
見
な
い
速

さ
で
到
来
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

田
で
は
そ
の
対
応
と
し
て
、
介

護
保
険
や
公
的
年
金
制
度
の

一
元

化
が
取
り
沙
汰
さ
れ
、
市
町
村
で

は
、
在
宅
福
祉
を
中
心
に
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
の
推
進
、
少
ｆ
化

対
策
に
は
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
の
策

定
が
急
務
と
な

っ
た
。

当
市
で
も
、
誰
に
も
等
し
く
訪

れ
る
老
後
を
、
住
み
授
れ
た
地
域

本
庄
市
内
か
ら
車
で
十
五
分
ほ

ど
の
所
に
群
馬
県
新
田
翻
尾
島
町

が
あ
る
。
こ
こ
に
鎌
倉
時
代
以
来

「徳
川
」
と
い
う
土
地
が
あ
り
、

今
で
も
大
学
で
残

っ
て
い
る
。
こ

の
地
は
か
つ
て
新
田
源
氏
が
支
題

し
た
が
、
家
康
は
、
自
ら
を
そ
の

末
喬
と
し
て
、
こ
の
地
名
に
ち
な

ん
で
徳
川
と
称
し
た
。
尾
島
町
が

徳
川
氏
発
祥
の
地
と
称
す
る
所
以

で
あ
る
。

こ
こ
に
世
界
で
工
つ
し
か
な
か
っ

た
縁
切
寺
の

一
つ
、
徳
川
満
徳
寺

が
あ
っ
た
。
縁
切
寺
は
そ
こ
に
駆

け
込
ん
だ
女
性
を
救
済
し
、
本
法

な
夫
と
の
離
婚
を
達
成
さ
せ
て
く

で
安
心
し
て
生
活
出
来
る
ま
ち
づ

く
り
を
般
競
点
施
策
と
じ
て
、
職

員
共
々
金
力
で
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
中
の
大
き

な
課
題
は
、
問
題
を
抱
え
た

一
人

ひ
と
り
に
適
し
た
総
合
支
援
体
制

づ
く
り
で
あ
り
、
後
輩
に
し
っ
か

り
と
継
率
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
と
は
云
・え
地
域
住
民

の
参
加
と
協
力
が
な
け
れ
ば
、
と

て
も
実
現
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。

仕
事
を
通
し
て
思
う
こ
と
は
、
岡

世
代
間
の
支
え
合
い
の
大
切
さ
で

縁
切
寺
満
徳
寺

の
こ
と

高

木

　

　

侃

（高
士

率
）

れ
る
尼
寺
で
、
駆
込
寺
と
も
呼
ば

れ
た
。

満
徳
守

（時
宗
）
は
家
康
か
ら

百
石
の
御
朱
印
地
を
与
え
ら
れ
、

徳
川
家
の
庇
護
の
も
と
に
隆
盛
を

極
め
る
が
、
徳
川
家
の
み
依
存
じ

た
結
果
、
明
治
五
年
に
廃
寺
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
。
も
う

一
つ
の
縁

切
守
、
鎌
倉
の
東
慶
寺
が
男
借
の

寺
と
し
て
、
今
で
も
鎌
倉
の
名
刺

と
し
て
著
名
な
の
と
好
対
照
で
あ

をつ
。私

の
満
徳
寺
研
究
は
、
二
十
八

年
前
、
大
学
院

一
年
の
と
き
、
徳

川
地
区
の
集
会
所
に
な
っ
て
い
た

満
徳
寺
胆
本
堂
を
訪
ね
て
以
来
で

あ
る
。
ｉ
く
だ
り
半
と
縁
切
寺
、

と
く
に
満
徳
寺
研
究

一
筋
で

（昨

年
、
法
学
博
士
）
、
そ
の
宣
伝

マ

ン
を
出
他
と
も
に
認
め
る
私
は
、

満
徳
寺
の
復
元
復
元
と
言
い
続
け

あ
る
。
問
窓
会
員
皆
様
が
少
じ
で

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
日
を
向

け
ら
れ
る
事
を
心
か
ら
願

っ
て
止

ま
な
い
。

私
は
脳
も
な
く
定
年
を
迎
え
る
。

夫
は
十
年
前
、
主
と
袖
と
炎
の
織

り
成
す
焼
物
に
魅
せ
ら
れ
、
五
十

路
を
日
前
に
陶
芸
家
に
転
身
し
た
。

私
も
門
前
の
小
健
と
や
ら
で
今
年

埼
玉
陶
芸
展
に
入
選
す
る
事
が
出

来
た
。
老
後
の
生
き
が
い
の
光
が

見
え
て
来
た
よ
う
に
も
思
う
こ
の

頃
で
あ
る
。

て
き
た
が
、
漸
く
庭
島
町
で
も
満

徳
寺
旧
伽
藍
の
完
全
復
元
を
目
指

し
、
ま
ず
縁
切
寺
満
徳
寺
資
料
館

が
建
設
さ
れ
、
平
成
四
年
■
月
二

ヤ
七
日
に
開
館
。
計
画
当
初
か
ら

す
べ
て
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
、
東

慶
寺
の
前
住
職
井
止
禅
定
老
師
や

現
住
職
井
上
正
通
和
尚
と
の
長
年

の
お
村
き
合
い
な
ど
も
あ
り

（脳

館
時
に
姉
妹
館
捉
擁
）
、
講
わ
れ

て
私
が
初
代
館
長

（井
常
勤
）
に

就
任
し
た
。
そ
の
後
、
旧
伽
能
の

一
部
、
本
堂
と
玄
関
、
出

・
塀
や

庭
闘
の
復
元
五
事
が
昨
年
六
月
に

完
成
し
た
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
来
館
者
に

来
て
い
た
だ
き
た
く
、
い
ろ
い
ろ

ｔＥ
夫
し
て
み
た
。
そ
の

一
つ
が
Ｔ

Ｖ
に
も
時
々
紹
介
さ
れ
る
∧
縁
切
・

繊
維
鯛
（願
か
け
ト
イ
レ
）∨
で
あ

る
。
願
い
事
を
札

（
一
セ
ッ
ト
五

百
円
）
に
書
い
て
、
例
え
ば
、
独

身
と
縁
切
り
、
良
縁
と
縁
結
び
、

借
金
と
縁
切
り
、
摘
党
繁
盛
と
縁

結
び
な
ど
と
、
白
と
黙
の
ト
イ
レ

に
流
す
の
で
あ
る
。
ま
た
春

・
秋

に
は
、
縁
切

・
縁
結
ビ
ー
ル
の
販

売
な
ど
。
電
話
器
増
は
五
工
の
ｉ

二
七
六
、∧
夫
婦
に
な
ろ
う
∨
、∧

夫
婦
仲
陸
ま
じ
く
∨
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
近
所
で
す

の
で
ぜ
ひ

一
度
ご
来
熊
下
さ
い
。

で
き
れ
ば
友
の
会
会
員
に
な

っ
て

資
料
館
を
ご
支
援
下
さ
い
。

（
た
か
ぎ

・
た
か
し
　
昭
和
ｉ
十

五
年
二
月
卒
業
、
関
東
短
期
大
学

譲

・

観

　

　

　

　

　

　

　

・

法
学
博
土
）
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田公4大

私立4大

田公短大

私立短大

専門学校

就  職

母

校

の

平
成
７
年
３
月
の
進
路
状
況
に

つ
い
て
は
、
前
号
で
も
報
告
数
じ

ま
し
た
よ
う
に
波
人
を
含
め
て
の

実
数
は
表
の
通
り
で
す
。

な
お
現
役
の
大
学
合
格
率
は
４２

％
で
、
埼
玉
県
の
平
均
３２
％
を
大

き
く
上
ｌｉｌｌ
っ
て
い
ま
す
。

０
９
月
距
田
・
１８
閣

文
化
祭

０
１０
月
３
門
～
７
日

修
学
旅
行

（北
海
道
）

○
娘
月
２
Ｈ

文
化
離
演
会

０
１１
丹
６
鳳
～
１８
‐…１

教
育
笑
習

Ｏ
Ｈ
月
２８
阿

芸
術
鑑
賞
会

◇
部
活
動
関
係

年
々
部
振
動
が
盛
ん
に
な
り
今

年
は
全
田
大
会
等
に
も
出
場
す
る

部
が
あ
り
ま
し
た
。

○
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
ゲ
ル
部

金
田
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

出
場

（品
根
県
）

萩近
原
況

洋

造

舎
同士

翠
）

Ｏ
番
通
部

金
田
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出

場

（新
潟
県
）

０
吸
奏
楽
部

八芯
邸
凸
等
ヤ
捧
捕
玲
谷
策
コ
ン
ク
ー

ル
内
関
東
大
会
出
場

（所
沢
）

他
の
部
も
毎
日
熱
心
に
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

例
年
よ
り

一
週
――ｌｉ
構
早
い
９
月

‐２
閣
（火
）に
体
育
祭
、
路
日
（ｉ
Ｙ

‐７
田
（
口
）
に
文
化
祭
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
正
確
に
は
１７
＝
は
台
風
の

た
め
出
来
ず
、
解
１８
‐―
（月
）
に
延

期
さ
れ
ま
し
た
。
１８
Ｈ
は
月
曜
門

の
た
め
外
来
者
は
激
瀬
。
し
か
し
、

校
内
祭
的
に
は
な
り
ま
し
た
が
、

例
年
遍
り
後
夜
祭
ま
で
元
気
よ
く

盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

○

体

育

祭

晴
天
に
意
ま
れ
た
の
で
す
が
、

例
年
よ
り
早
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

生
徒
は
応
援
席
を
開
け
て
木
陰
を

求
め
て
し
ま
う
ほ
ど
岩
い

一
日
で

し
た
。
今
年
は
各
学
年
９
ホ
ー
ム

ル
ー
ム

（以
下
Ｈ

Ｒ
）
で
す
の
で
、

企
Ｈ
Ｒ
を
九

つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

縦
削
リ
プ

ロ
ッ
ク

対
抗
戦
と
し
ま
し

た
。
稲
田
も
、
Ｈ

Ｒ
で
取
り
組
む
も

の
、
学
年
で
取
り

組
む
も
の
、
プ
ロ
ッ

ク
で
取
り
縦
む
も

の
と
、
三
種
類
に

分
け
ま
し
た
。
企

員
が
少
な
く
と
も

ｉ
種
日
以
上
出
場

で
き
る
よ
う
に
考

え
ま
し
た
。
縦
割
り
種
目
に
つ
い

て
は
前
日
、
打
合
せ
の
時
間
を
設

け
、
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
と
プ
ロ
ッ

ク
の
問
結
を
確
認
し
ま
し
た
。

「
大
空
に
向
か

っ
て
ジ
ャ
ン
プ
」

「
二
卜
四
人
の
む
か
で
競
争
」
「背

中
渡
し
」
な
ど
初
め
て
の
種
需
も

経
場
。
大
い
に
楽
し
み
友
構
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○

文

化

祭

Ｉ
門
に
は
柚
樹
祭
の
ア
ー
す
。

並
木
遥
を
歩
い
て
い
く
と
、
管
理

棟
正
面
の
壁
に

一夢
空
欄
」
の
鮮

や
か
な
丑
れ
碁
。
あ
ち
こ
ち
に

「本
高
」
ら
し
い
文
化
祭
の
匂
い

が
あ
り
ま
す
。

最
近
ど
の
高
校
で
も
文
化
部
の

選
潮
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
現
に

文
化
部
の
文
化
祭
で
の
震
示
や
発

表
が
激
滅
し
て
い
る
の
が
現
状
で

平成7年 度 全 国高校総体登出大会

す
。
そ
ん
な
状
況
の
中
、
書
道
、

英
術
、
写
真
、
ア
ニ
メ
な
ど
の
作

品
媛
示
。
社
研
、
考
古
学
、
図
書
、

文
芸
、
地
学
、
生
物
、
電
気
、
化

学
な
ど
の
研
究
発
表
。
茶
道
や
旗

劇
な
ど
の
発
表
な
ど
、
二
十
も
の

部
や
周
好
会
が
参
加
し
ま
し
た
。

内
容
も
中
々
充
実
し
て
お
り
、

「
本
一崎理

の
面
Ｈ
躍
如
た
る
も
の

で
し
た
。
３
年
生
の
版
党

（通
称

「
テ
ン
ト
村
じ

も
活
気
が
あ
り
ま

し
た
。

高
帯
学
校
全
体
と
し
て
の
文
化

部
の
選
潮
を
考
え
る
と
、
「
本
高
」

の
文
化
祭
も
曲
が
り
角
で
あ
る
こ

と
は
事
実
で
す
。
「
本
高
」
ら
し

い
柚
樹
祭
を
考
え
て
い
く
時
期
な

の
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

第1回 西 関東吹奏楽コンクール 銀賞受賛
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終
身
会
費
納
入
に

つ
い
て
お
願
い

親
笈
な
る
会
典

の
特
様
、
私
避
は
母
校

へ
の
寄
与
貫
献

と

会
真
相
互
の
親
陸
向
上

を
念
願

に
努

力

し

て
お
り
ま

す
が

ｉ
た
る
な
礎
期
源
は
終
身
会
喪

盆
宅
万
円
）
を
■

と
し
て
い

ま
す
。

未
納
の
方

の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

終
身
会
資

ご
納
入

の
際
に
は
れ
記
田
座

に
ご
入
金
下
さ

い
。

郵
使
用
紙
込

ｌｉ
座
番
号

●
の

一
ｉ
●
―
六

―

一
八
七
〇
ｉ
Ｏ

本
高
同
窓
会
役
員

一
同

終
身
会
費
納
入
の
方
は
全
員
新
会
員
名
簿
に
掲
載
さ

せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
十
月
末
現
在

言
暮

き

〓
二
名
納
入
済

欝

納
入
者
芳
名

平
成
７

●
４

●

10懇

品確観
V

中
２
　
鈴
木
竹
次

中
４
　
野
田
　
武

中
５
　
松
本
ｒｉｌ
作

中
６
　
章塊
井
　
壺
、
松
本
溝
ｉ
郎

中
７
　
飯
野
課

一
、
石
川
勝
興
、

丸
栃
幾
四
郎

中
８
　
新
井
忠
男
、
武
政
健
刊

中
９
　
飯
＝
　
精
、
斉
藤
育
也

中
脱
　
林
　
芳
雄
、
山
＝
五
郎

中
１３
　
片
倉
敬
持
、
金
井
　
博
、

佐
々
木
ｄ
払

中
１４
　
小
森
谷
茂
行
、
須
藤
構
次

中
１５
　
岡
附
　
潔
、
小
谷
野
歳

一

中
１６
　
坂
本
市
郎
、
茂
木
謙

一
、

茂
本
正
払
、
横
門
延
寿
、

中
１７
　
番
　
一
一郎
、
強
瀬
岩
雄

四
方
田
勇
雄

４

８

で

，

一
／

　

●

中
１８
　
浅
見
金
崎
、
伊
藤
昭
次
、

野
Ｈ
革
蔵
、
古
野
忠
雄

中
１９
　
聞
村
紋
平
、
中
国
謙
二
、

茂
木
聡

一

中
２０
④
橋
本
昭
正

中
２‐
④
大
橋
知
次
、
柴
崎
武
夫

中
２２
　
井
―１１
呂
幸
、
栗
田
数
馬

中
２３
　
鴨
田
　
正
、
水
野
正
治
、

関
根
与
三
郎
、
中
嶋
貞
夫

併
１
　
大
石

〓
房
、
藤
四
得
二
、

他
に
歴
名
希
望
者

一
名

女
８
　
大
沢
タ
マ
、
若
田
じ
げ

女
１０
　
中
島
れ
い
子
、
中
谷
登
幕

女
Ｈ
　
水
島
は
る
江
、
佐
瀬
つ
ね
、

黒
沢
ら
く

女
姥
　
日
向
喜
美
子
、
小
泉

ハ
ル

女
１４
　
森
　
泰
子

女 女
16 15

女
１７
女
１８

桜
舛
初
野
、
奥
沢
韓
美
枝

小
沢
静
枝
、
下
由
は
る
子
、

石
川
花
子
、
稲
毛
キ
ヨ
、

中
居
　
仲

幕
観
光
子

伊
井
満
佐
枝
、
春
山
友
子
、

岡
藤
花
子
、
倉
■
本
枝
、

関
　
文
子
、
人
野
艶
子
、

山
本
千
代
子

女
湾
　
河
西
和
子
、
柄
島
和
子
、

根
本
蕗
子
、
憲
丘
千
鶴
子
、

伊
佐
山
ま
つ
ゑ
、
井
＝
田

米
子

女
２０
　
荒
木
じ
げ
、
坂
本
春
枝
、

小
久
保
英
美
子

女
２‐
　
植
竹
み
ち
子

女
２２
　
田
辺
撃
代
子
、
田
沢
英
佐

子

女
２３
　
渋
沢
み
ど
り
、
失
沼
直
江

女
併
１
小
森
谷
節
子

高
Ｉ
　
小
山
純
孝
、
設
英
貞
良
、

高
橋
隆
治
、
鳥
羽
安
三
、

前
原
謙
エ

高
２
　
秋
元
邑
介
、
掛
川
　
繁
、

荻
野
志
津
大
、
関
日
秀
男
、

西
村
義
雄
、
森
　
賢
胡

女
高
１
瀬
口
玲
子
、
栗
田
孝
子
、

関
日
明
子

高
３
　
飯
島
敏
雄
、
黒
沢
盟
題
、

倉
脚
ス
ヨ
子
、
田
端

実
、

黒
附
久
子
、
藤
野
　
雄
、

茂
木
寓
美
子
、
失
代
脂
司

高
４
　
石
井
何
子
、
太
囲
久
夫
、

中
島
俊
子
、
亀
日
本
二
、

橘
　
英
子
、
堀
日
明
子
、

土
山
栄
子
、
小
暮
祐
平
、

石
井
尚
武
、
高
橋
靖
夫
、

針
谷
恭
子

一出
５
　
伊
井
忠
雄
、
小
河
原
俊
子
、

栗
原
肢
雄
、
中
届
武
夫
、

浅
野
菊
子
、
塩
ノ
谷
秀
子
、

荒
巻
手
恵
子
、
金
井
庄
子
、

谷
矢
爵
輔
、
早
野
　
明
、

関
根
路
子

高
６
　
荒
井
　
尚
、
飯
鳥

一
雄
、

梅
沢
泰
雄
、
船
鳥
倫
子
、

阿
部
玲
子
、
津
村
和
代
、

庄
　
治
男
、
港
水
１１

一
、

福
田
保
男
　
滝
沢
　
描
、

藤
丼
茂
美
、
原
脚
秀
子
、

山
田
茂
子
、
藤
岡
　
博
、

実
原
篤
録

他
に
匿
名
希
望
者

一
名

高
７
　
赤
沼
　
稔
、
天
樹
　
昭
、

岩
田
久
雄
、
箕
輪
約
子
、

加
藤
雅
頌
、
圏
鳥
　
充
、

伊
藤
喜
美
子
、
】礎
谷
獲
付
、

青
木
　
笑
、
中
婚
予
代
子
、

加
瀬
フ
ミ
子

高
８
　
木
村
和
了
、
井
上
　
進
、

浅
見
ｉ
工
代
、
一窪
理
雄
十
、

金
井
事
代
枝
、
森

明
美
、

白
井
知
平
、
小
野
沢
歌
子
、

橋
島
　
巌
、
星
野
栄

一

一尚
９
　
榊
船
武
夫
、
関
Ｈ
ワ
カ
子
、

奈
良
岩
代
、
菊
地
英
子
、

谷
内
フ
ジ
子
、
”“
査
蕃
人
、

松
崎
　
茂
、
茂
木
　
悟
、

小
勝
律
枝

高
抑
　
荒
井
壼
夫
、
岡
函
佐
和
子
、

本
村

一
美
、
小
暮
幸
男
、

小
林
一
喬
、
田
豊
駆
考
す
、

驚
藤
恒
夫
、
大
木
綾
子
、

多
賀
谷
テ
ル
子
、
高
本
完
、

角
日
高
久
、
茂
木
ミ
ネ
、

福
島
義
則
、
黒
田
元
枝
、

三
森
亀
明
、
上
原
弘
子

高
１４
　
累
澤
貞
子

高
‐６
　
根
岸
照
子

高
２０
　
金
井
孝
雄

高
２２
　
小
林
正
嗣

高
２４
　
小
囲
中
霊
美

高
２５
　
福
田
真
智
子

↓品
鶴
　
増
田
勇
司

高
４０
　
東
美
子
代

一尚
娘
　
福
島
意
美
子

高
４２
　
岡
　
光
洋
、
櫻
井
　
実
、

矢
島
美
容

高
４４
　
小
松
崎
正
尊

高
４６
　
菅
原
子
寿
、
鳥
羽
大
河
、

中
澤
和
孝
、
保
倉
秀
夫
、

大
塚
康
史

高
４７
　
北
川
　
大
、
久
保
　
悟
、

牧
田
幸
子
、
山
田
清
徳

定
４
　
新
井
　
昭
、
根
岸
畠
司
、

萩
原
章
栄
、
茂
本

一
男

定
５
　
岩
井
昭

一

定
６
　
杉
山
　
実
、
町
鯛
苦
雄

定
７
　
関
田
保
司
、
林
　
↓燈
司

定
８
　
岡
田
征
男

別
５
　
井
上
王
子
、
井
上
ミ
チ
子

韓

韓
球

幸

寺

寺

幸

韓

串

本

部

役

員

器

串

韓

串

串

幹

幸

韓

幸

（平
成
七
年
十
月
現
在
）

Ａ
〓
　
長
　
一戸
谷
　
金
克
　
　
一出
１

刷
会
長

立
川
　
大
作

　

中
９

副
会
長

一働
本
　
敏
子
　
　
女
８

副
会
長
　
清
水
　
　
貨
　
　
中
１９

副
会
長
　
苦
悶
　
建
治
　
　
一出
２

副
会
長
　
塚
越
　
寿
衛
　
　
一出
２

副
会
箕
　
竹
並
栄

一
郎
　
併
中
２

副
会
長
　
小
林
　
　
Ｈ船
　
　
一出
１２

副
会
長
（教
頭
）萩
陳
　
洋
造
高
１２

翻
会
長
（教
頭
）難
塚
　
光
臣

会
　
計

内
野
ヨ
シ
ユ
　
　
女
１６

Ａ
玄
　
計
　
満
水
　
正

一　
　
一凸
６

監
　
事
　
江
原
　
溝
吉
　
　
一品
４

監
　
撃
　
竹
内
恵
美
子
　
　
一出
６

顧
　
岡
　
隅

　

祐
孝
　
　
中
９

顧
　
間
（校
長
）坂
本
　
博
　
高
７

韓

幹

幹

幸

球

幹

韓

串

串

４

支

部

役

員

韓

幹

幸

幸

韓

中

韓

寺

幹

仁

　

手

旭
北

　

泉

今

　

井

児

　

玉

美

　

醍

神

　

川

神

　

衆

上

　

里

岡

　

部

寄

　

居

深

　

谷

熊

　

谷

県
庁
県
繭

伊

勢

崎

新

　

町

栄

　

一承

本
庄
市
役
所

エ
ー
ザ
イ

沖

電

気

都
市
教
職
員

（支
部
長
）

栗
村
　
龍
男
　
中
１６

竹
並
栄

一
部
併
中
２

中
間
　
格

一　

中
１９

境
野

　

統

高
２

町
円
　
一
徳
　
一出
５

鈴
木
　
溝
胡
　
中
２‐

松
本
　
敬

一　

定
１

飯
野
・
利
衛
　
中
的

村
囲
敬
次
郎
　
中
２２

野
枝
　
醸
治
　
一出
５

井
上
　
呂
幸
　
中
２２

内
藤

　

明
　
高
３

荻
野
　
　
溝
　
中
８

橋
島
　
好
正
　
一品
３

亀
日
　
本
二
　
一品
４

門
倉
　
義
久
　
中
山

岡
芹
鶴
五
郎
　
中
１０

☆
田
　
建
治
　
一尚
２

春
山
　
一
言
一　
高
３

金
舛
　
久
旗
　
中
２２

新
井
　
従
信
　
中
１５

荒
井
露
次
雄
　
中
１１

茂
木
　
　
雑
　
中
１４

松
本
　
恭
二
　
一農岡
２

購
水
　
　
賢
　
中
１９

西
村
　
茂
雄
　
中
１７

中
屈
　
武
夫
　
轟
５

苦
躍
一　
路粋
心
　
一品
１１

山
田
　
仁

一　

中
Ｍ

稲
田
　
一二
郎
　
中
４

一　
小
林
　
Ｈ船
　
甘Ｈ
姥

北
川
　
　
茂
　
高
距

村
岡
　
徳
英
　
一品
１５

箱
島
　
厳
　
“凸
８

藤 朝 諏 末 南 照 台 本 七 上 ⅢⅢ泉 富
日   本    部

i現町 訪 広 町 若 町 町 町 町 服r町 本
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終
身
会
費
納
入
に

つ
い
て
お
願
い

親
愛
な
る
会
典
の
特
機
、
私
連
は
母
校

へ
の
寄
与
真
献

と

会
真
相
互
の
親
陣
向
上

を
念

願

に
努

力

し

て
お
り
ま

す
が

ｉ
た
る
基
礎
財
源
は
終
身
会
史

盆
ｕ
万
円
）
を
ｉ

と
し
て
い

ま
す
。

未
納
の
方

の
御
協
力
を
お
願
い
中
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

終
身
会
資

ご
納
入

の
際
に
は
左
記
聞
座

に
ご
入
金
下
さ

い
。

郵
使
用
振
込

――
座
番
号

●
●

一
一
●
―
六

十

一
八
七
〇
ｉ
Ｏ

本
高
同
窓
会
役
員

一
同

終
身
会
費
納
入
の
方
は
全
員
新
会
員
名
簿
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
十
月
末
現
在

言
茎

き

〓
二
名
納
入
済

欝
納
入
者
芳
名

緑
麟
）

平
成
７

●
４

●
１
～
７

●
‐０

●
卸

中
２
　
鈴
本
竹
次

中
４
　
野
門
　
武

中
５
　
松
本
甫
作

中
６
　
村塊
井
　
壺
、
松
本
港
工
郎

中
７
　
飯
野
謙

一
、
石
川
勝
興
、

丸
橋
幾
四
郎

中
８
　
新
井
忠
男
、
武
政
健
刊

中
９
　
飯
＝
　
精
、
斉
藤
育
也

中
Ｈ
　
林
　
芳
雄
、
山
附
五
郎

中
１３
　
片
倉
敬
ｉ
、
命
井
　
博
、

佐
々
木
正
弘

中
１４
　
小
森
谷
茂
行
、
須
藤
浦
次

中
１５
　
肥
問
　
潔
、
小
谷
野
歳

一

中
１６
　
坂
本
ｉｔｉ
郎
、
茂
本
謙

一
、

茂
本
正
払
、
横
船
延
寿
、

中
１７
　
器
　
一
一郎
、
強
瀬
岩
雄

四
方
は
勇
雄

中
１８
　
浅
見
金
壺
、
伊
藤
昭
次
、

野
Ｈ
吾
蔵
、
お
野
忠
雄

中
１９
　
聞
村
紋
平
、
中
国
謙
二
、

茂
木
聡

一

中
２０
④
橋
本
昭
正

中
２‐
④
大
橋
知
次
、
紫
崎
武
夫

中
２２
　
井
―１１
呂
幸
、
栗
脚
数
馬

中
２３
　
鴨
田
　
正
、
水
野
正
治
、

関
桜
与
二
郎
、
中
鴫
貞
夫

併
１
　
大
石

一
房
、
藤
田
得
工
、

他
に
歴
名
喬
望
者

一
名

女
８
　
大
沢
タ
マ
、
苦
田
し
げ

女
１０
　
中
島
れ
い
子
、
中
谷
登
革

女
Ｈ
　
水
島
は
る
江
、
佐
瀬
つ
ね
、

黒
沢
ら
く

女
１２
　
Ｈ
向
喜
美
子
、
小
泉

ハ
ル

女
１４
　
森
　
泰
子

女 女
18 17

女 女
16 15

桜
井
初
野
、
奥
沢
事
業
枝

小
沢
静
枝
、
下
由
は
る
子
、

石
川
花
子
、
稲
毛
キ
ヨ
、

中
居
　
仲

幕
田
光
子

伊
井
満
佐
枝
、
春
山
友
子
、

阿
藤
花
子
、
倉
■
本
枝
、

関
　
文
子
、
人
野
艶
子
、

山
本
千
代
子

女
１９
　
河
西
和
子
、
糖
島
和
子
、

根
本
蕗
子
、
富
丘
千
窃
ｆ
、

伊
佐
山
ま
つ
ゑ
、
井
村
田

米
子

女
２０
　
荒
本
じ
げ
、
坂
本
春
枝
、

小
久
保
英
美
子

女
２‐
　
植
竹
み
ち
子

女
２２
　
田
辺
革
代
子
、
田
沢
英
佐

子

女
２３
　
渋
沢
み
ど
り
、
失
沼
直
江

女
併
１
小
森
谷
節
子

高
１
　
小
山
純
孝
、
設
楽
貞
良
、

高
橋
隆
治
、
鳥
羽
安
三
、

前
煉
謙
ｉ

高
２
　
秋
元
邑
介
、
掛
川
　
繁
、

荻
野
志
浄
大
、
関
田
秀
男
、

西
村
義
雄
、
森
　
賢
司

女
高
Ｉ
瀬
隅
玲
子
、
栗
田
孝
子
、

関
日
明
子

高
３
　
飯
島
敏
雄
、
黒
沢
盟
題
、

倉
脱
ス
ヨ
子
、
船
端

実
、

黒
間
久
子
、
藤
野
　
雄
、

茂
木
寓
美
子
、
失
代
庸
刊

高
４
　
石
井
価
子
、
太
田
久
夫
、

中
島
俊
子
、
亀
日
本
二
、

稲
　
英
子
、
堀
圏
明
子
、

土
山
栄
子
、
小
碁
祐
平
、

石
井
尚
武
、
高
橋
靖
夫
、

針
谷
恭
子

高
５
　
伊
井
忠
雄
、
小
河
原
俊
子
、

案
原
辰
雄
、
中
届
武
夫
、

浅
野
菊
子
、
塩
ノ
谷
秀
子
、

荒
巻
千
恵
子
、
金
井
庄
子
、

谷
矢
爵
輔
、
学
野
　
明
、

関
根
路
子

高
６
　
荒
井
　
尚
、
飯
鳥

一
雄
、

梅
沢
泰
雄
、
船
鳥
倫
子
、

田
部
玲
子
、
浄
村
和
代
、

庄
　
治
男
、
満
水
正

一
、

福
田
保
男
　
滝
沢
　
描
、

藤
丼
茂
美
、
原
田
秀
子
、

山
田
炭
子
、
藤
岡
　
博
、

実
際
権
録

他
に
匿
名
希
盟
者

一
名

高
７
　
赤
沼
　
稔
、
天
田
　
昭
、

岩
圏
久
雄
、
箕
輪
約
子
、

加
藤
雅
頌
、
ｍ
島
　
充
、

伊
藤
喜
美
子
、
ヤ碑
谷
焼
付
、

青
木
　
実
、
中
電
子
代
子
、

加
瀬
フ
ミ
子

高
８
　
木
村
和
了
、
井
上
　
進
、

浅
見
ｉ
工
代
、
一顔
理
解
十
、

金
井
事
代
枝
、
森

明
美
、

白
井
知
子
、
小
野
沢
歌
子
、

橋
島
　
巌
、
星
野
栄

一

高
９
　
榊
閣
武
夫
、
関
Ｈ
ワ
カ
子
、

奈
員
君
代
、
菊
地
英
子
、

谷
内
フ
ジ
子
、
”矩
査
輩
人
、

松
崎
　
茂
、
茂
木
　
格
、

小
勝
律
横

高
１０
　
荒
井
重
夫
、
岡
四
佐
和
子
、

本
村

一
美
、
小
暮
幸
男
、

小
林
一
喬
、
田
中
恵
美
子
、

驚
藤
恒
夫
、
大
本
綾
子
、

多
賀
谷
テ
ル
子
、
高
泰
先
、

角
田
高
久
、
茂
木
ミ
ネ
、

植
鳥
義
則
、
黒
閣
元
枝
、

三
森
亀
明
、
土
原
払
子

高
１４
　
黒
澤
貞
子

隠
‐６
　
緩
岸
照
子

高
２０
　
金
井
孝
雄

高
２２
　
小
林
正
嗣

高
２４
　
小
隠
中
里
美

高
２５
　
福
観
裏
智
子

高
３３
　
増
田
勇
配

高
４０
　
東
美
子
代

高
４‐
　
福
島
恵
美
子

高
４２
　
岡
　
光
洋
、
櫻
井
　
実
、

失
島
美
香

高
４４
　
小
松
崎
正
尊

高
４６
　
菅
原
千
寿
、
鳥
羽
大
河
、

中
澤
和
孝
、
保
倉
秀
夫
、

大
塚
康
史

高
４７
　
北
川
　
大
、
久
保
　
幡
、

牧
田
幸
子
、
山
聞
溝
徳

定
４
　
新
井
　
昭
、
根
癖
呂
司
、

萩
原
章
栄
、
茂
木

一
男

定
５
　
】石
井
昭

一

定
６
　
杉
山
　
笑
、
町
鯛
苦
雄

定
７
　
隠
田
保
司
、
林
　
わ臓
弱

定
８
　
岡
田
征
男

別
５
　
井
上
正
子
、
井
土
ミ
チ
子

幸

幹
韓

球

串

寺

韓

寺

串

本

部

役

員

串

幹
寺
串
串
幹

幸

韓
韓

（平
成
七
年
十
月
現
在
）

会
　
長
　
一戸
谷
　
金
克
　
　
一品
１

副
会
長
　
立
川
　
大
作
　
　
中
９

副
会
長
　
高
本
　
敏
子
　
　
女
８

翻
会
長
　
清
水

　

賛
　
　
中
１９

副
会
長
　
苦
悶
　
建
治
　
　
一出
２

副
会
長
　
塚
越
　
寿
衛
　
　
一品
２

副
会
長
　
竹
並
栄

一
部
　
併
中
２

副
会
長
　
小
林
　
　
開船
　
　
一由
１２

副
会
長
（教
頭
）萩
原
　
洋
造
高
１２

醐
会
長
（教
頭
）韮
塚
　
光
臣

会
　
計
　
内
野
ヨ
シ
ユ
　
　
女
１６

ハム　
計
　
満
水
　
正

一　
　
一品
６

監
　
響
　
江
原
　
溝
浩
　
　
一品
４

監
　
寧
　
竹
内
恵
美
子
　
　
一出
６

瀬
　
聞

隅

　

祐
孝
　
　
中
９

顧
　
湖
（校
長
）坂
本
　
博
　
高
７

支

部

役

員

韓

韓

幹

様

幹

寺

幹

球

幸

（支
部
長
）

宮
　
　
本
　
栗
村
　
龍
男
　
中
１６

泉
　
　
町
　
竹
並
栄

一
郎
併
中
２

仲
　
　
町
　
中
間
　
艦

一　
中
１９

上
　
　
町
　
境
野
・
　

難
　
高
２

七

軒

町
　
町
門
　
一
触
　
一山門
５

本
　
　
町
　
鈴
木
　
溝
配
　
中
２‐

ム
ロ
　
　
町
　
松
本
　
敬

一　

定
１

照
　
　
若
　
飯
野
　
利
衛
　
中
贈

南

本

町
　
村
田
敬
次
郎
　
中
２２

末
　
　
広
　
野
枝
　
直
治
　
一尚
５

諏
　
　
訪
　
井
上
　
呂
幸
　
中
２２

親

日

町
　
内
藤

　

明
　
高
３

藤
　
　
田
　
荻
野
　
　
溝
　
中
８

仁
　
　
手
　
稲
島
　
好
ｆｉｔ
　
一品
３

旭
　
　
　
亀
日
　
本
Ｌ
　
一品
４

北
　
　
泉
　
門
倉
　
義
久
　
中
１１

ハ
「　
　
井
　
岡
芹
鶴
五
邸
　
中
１０

児
　
　
孟
　
苦
田
　
建
治
　
十回
２

美
　
　
理
　
春
山
　
一
言
一　
高
３

神
　
　
料
　
金
井
　
久
直
　
中
２２

神
　
　
泉
　
新
井
　
従
信
　
中
１５

土
　
　
里
　
荒
井
露
次
雄
　
中
１１

岡
　
　
部
　
茂
木
　
　
雑
　
中
１４

寄
　
　
居
　
松
本
　
恭
二
　
甘
円
２

深
　
　
谷
　
構
水
　
　
盟
　
中
１９

熊
　
　
谷

西
村
　
茂
雄
　
中
１７

県
庁
県
南
　
中
居
　
武
夫
　
一内
５

伊

勢

崎
　
青
澤
　
唯
志
　
一品
狙

新

　

町

山
田
　
仁

一　
中
１４

栄

　

一承

編
田
　
一二
郎

中
４

本
庄
市
役
所
　
小
林
　
Ｈ蝦
　
一品
姥

エ
ー
ザ
イ
　
北
川
　
　
茂
　
一角
眼

沖

電

気
　
村
岡
　
徳
英
　
一品
１５

都
市
教
職
員
　
栖
島
　
厳
　
↓品
８


